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● 川崎市の公共施設統廃合の理由な成り立たない 

 

 第 2 回市議会定例会は、6 月 24 日に閉会しました。 

成立した議案や、請願・陳情の審議がどう行われ、どんな結果となったのかの情報を集

め、市民の声を聞く市議会だったのかの検証を進める必要があります。 

 

 その中で、多くの市民にとって関心事になっている川崎市の公共施設の統廃合問題の論

議に注目します。 

6 月 11 日、2 日目の代表質問で共産党、小堀祥子議員が市の方針をただしました。 

（川崎市議会インターネット中継の録画） 

 

＜小堀議員の質問＞ 

 

市は「人口減少への転換」「厳しい財政環境」「公共施設の老朽化」を理由に、「2030 年以

降は人口減少期に当たることから、人口の動態に応じ公共施設の削減を図る」としてま

す。 

しかし、川崎市は 20 年間、人口が増加する。（国立社会保障・人口問題研究所推計）市の

人口推計でも、2035 年までは人口が増加するとしています。 

https://kawasaki-city.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=7635


市の財政は、今年度予算で市税収入は 5 年連続過去最高、財政力指数は政令市トップ、人

口は 10 年以上増加が続くため市税収入は増え続けると予想できます。 

 

人口減少、財政難という公共施設を削減する理由は成り立たないのではないか。」 

 

＜福田市長の答弁＞ 

 

 人口増加により多様化・増大化する市民ニーズに対応しつつ、それ以降の人口減少、少

子高齢化を見据えた対応を行う必要がある。 

 また、市税収入が年々増加の一方で、義務的経費の割合が年々高まっているなど、引き

続き厳しい財政環境が見込まれる。 

 

こうしたことから、市民ニーズ等を把握したうえで、必要な機能の整備を図る考え方に基

づき、資産保有の最適化を推進している。 

 

＜質疑を聞いて＞ 

 

 福田市長の答弁では、「人口増加」を認めながら、今の「人口増加」に対する「市民ニ

ーズ」を見ようとせず、はるか 10 年、20 年先の人口減少を「見据える」というのです。 

また、「市税収入の増加」も認めています。 

 

小堀議員の指摘にまともに反論することができないのに、市民生活に欠かせない公共施設

の統廃合を加速化させる理由は「成り立たない」のです。 

 

＜統廃合に反対する市民の取り組みが広がる＞ 

 

 根拠なき統廃合に対し、今、市内各地での反対、見直しの声が広がっています。 

 

 その一つが友人に紹介された「公共施設ウォッチャーズ」です。 

このサイトは、「川崎市民プラザを存続させる会」の粘り強い取り組みをもとに、高津区の

ホール・公共施設の統廃合を中心に発信をしていました。 

 

そして、川崎市全体の「最適化」方針の問題点と、市民からの対案もあり、他の区での

「統廃合問題」を考えるためにも役立つものでした。 

読者の皆さんも、ぜひ、このサイトを訪問して、統廃合問題に対する対抗軸を作ってみて

はどうでしょうか。（I) 



  

「公共施設ウォッチャーズ」はここから 

  

◆ 川崎市内の平和をもとめる運動の紹介 ① 

 

高市政権下で、「戦争国家づくり」が次々と進む中で、平和を求める新たな動きが大きく

広がっています。 

高田健さん（総がかり行動実行委員会）は、3 月 18 日に中原革新懇の学習会で、この動き

を「市民運動の新しい息吹」として紹介しました。 

 

川崎市内の各地でも、この「新しい息吹」が、広がっていることと思います。 

ぜひ、このメルマガにも情報をお寄せください。今号では、最近、寄せられた情報を紹介

します。 

 

＜麻生平和市民ネットワークからの呼びかけ＞ 

 

4 年目を迎える「戦争の加害展 in 麻生 2026」の情報が寄せられました。 

チラシに記載された「開催にあたって」を紹介します。 

 

明治維新で開国した日本は、日清戦争、日露戦争、第一次世界大戦、満州事変、日中戦

争、アジア・太平洋戦争と、たえず戦争をしてきました。 

これらの戦争はいずれも国外が主戦場でした。 

 

 言い換えれば、この間日本は、ずっと加害を続けていたことになります。 

1945 年の終戦につながるアジア・太平洋戦争では、日本人の戦争死者は 300 万人を超え

ましたが、これに対してアジアの戰争死者は 2000 万人以上に上ります。 

 

これらの人たちは、日本の起こした戦争・加害の被害者です。 

しかし、日本は、この加害にきちんと向き合っては来ませんでした。 

 

このことが新しい戦前といわれる状況を作りだしている今とつながっているのではないで

しょうか? 

過去の 加害にきちんと向き合うことで、戦争の非人道性に目を向けて、憲法 9 条に込め

た誓いを守ることが求められています。 

 

「戦争の加害展 in 麻生 2926」 

https://k-watchers.jpn.org/


7 月 10 日から 15 日まで 10 時から 17 時です。 

麻生市民館市民ギャラリーで開催しています。 

  

▲ お知らせコーナー 

 

① ミニ企画展「尊厳ある生を考える人権ポスター展」 

 7/12（日）まで 

 平和館屋内広場にて 

 市民の平和に対する理解を深めるため、「人権」を解説したパネルと芸術を専攻する学

生が制作した、人権について考えるきっかけとなるポスター40～50 点を展示します。 

 〒211-0021 川崎市中原区木月住吉町 33-1 

 川崎市市民文化局平和館 電話 044-433-0171、 

 ＥMail 25heiwa@city.kawasaki.jp 

 詳しくはこちら 

 

② アイツリーを使って樹木の価値を測る実習会は、都合により延期します。 

 連絡先 市古博一(090-7830-8030) 

 

③ 戦争の加害展 in 麻生２０２６  

 7/10～7/15 10 時から 17 時まで 

 麻生市民ギャラリー （麻生図書館横・小田急線新百合ヶ丘駅下車 3 分） 

 主催 麻生平和市民ネットワーク 

 連絡先 若槻（090-6153-7274） 

 

④ 講演会「731 部隊」 

 講師 中山敏則さん（731 部隊・元少年隊員の証言聴き取り） 

    五井信治さん（731 部隊研究者） 

 7/15(水）14 時から 

 麻生市民館第 1 会議室 

 資料代 500 円 

 主催 麻生平和市民ネットワーク 

 連絡先 若槻（090-6153-7274） 

 

⑤ ストップ・リニア訴訟 10 周年記念集会「やめよ！リニア中央新幹線」 

 7/18(土)13 時 30 分～16 時 15 分 

 エポック中原７階大会議室（定員 150 名） 

mailto:25heiwa@city.kawasaki.jp
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5808/?instance_id=434


 問合せ(090-3910-8173） 

 第１部 本村伸子、山崎誠 

 第２部 JR 東海労働組合、日本科学者会議リニア問題研究委員会、他 

 連絡先 090-3910-8173（天野） 

 詳しくはこちら 

 

⑥ 2026 年給食無償化を求める署名スタート集会 

 7/26（日）13：30～15:30 

 総合自治会館（武蔵小杉駅下車） 

 参加費 300 円 

 ※スタート集会終了後、武蔵小杉サードアベニュー前で、15:40 から 16:10 っまで、第 1

回署名活動を行います。 

詳しくはこちら 

  

⑦ 川崎に「九条の碑」をつくろう スタート集会 

 お話・伊藤千尋／落語・寝床家道楽／腹話術・しろたにまもるとゴローちゃん／マンド

リン演奏:内堀均 

 7/30(木) 14 時から 16 時  

 多摩市民館大会議室  

 会費 500 円 (障がい者、学生無料)  

 主催 川崎に「九条の碑」を!実行委員会  

 連絡先 080-4058-1056 中村(多摩) 

 詳しくはこちら 

 

⑧ 第 2 回平和憲法作品展 

 8/1(土)13 時～16 時 

 8/2(日)11 時～16 時  

 スペース京浜 1 階 

 ・特別企画：対談：長崎の被爆者と長崎出身の腹話術氏 

  -陣川さちこさんとしろたにまもる 

 8/1(土)13 時半～ 

 スペース京浜 2 階 

 <上記の入場は無料です。>  

 ・特別公演：朗読劇「少年口伝隊・一九四五」 

 作：井上ひさし 演出：護柔一 

 出演：京浜協同劇団ほか 

https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5820/?instance_id=438
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5831/?instance_id=440
https://newkawasaki.jp/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/ai1ec_event-5832/?instance_id=441


 チケット：一般：1000 円、当日 1500 円、学生、障がい者 500 円 

 スペース京浜 2 階 

 お申込み：Tel：044-511-4951、Fax：044-533-6694 

 メール：keihinkyoudougekidan@nifty.com 

 主催：京浜協同劇団と共に歩む文化の中間 

 詳しくはこちら 

  

★編集後記 

 

またもやトランプがやらかした。 

今度はサッカー（W 杯）の話です。 

 

7 月 1 日のボスニア・ヘルツェゴビナ戦で、アメリカ代表 FW フォラリン・バログン選手

が相手の足首をスパイクシューズで踏みつけレッドカードを受けました。 

ところが、トランプ大統領は FIFA のジャンニ・インファンティーノ会長に直接電話をか

け、処分を見直すよう圧力をかけたのです。 

 

その結果、国際サッカー連盟（FIFA）が処分の「1 年間執行猶予（保留）」を発表し、次

戦に出場可能となりました。 

「アメリカの大統領が電話一本かければ、W 杯の厳格なルールすら捻じ曲げられるのか」

という、スポーツの根本的な公平性とガバナンスに対する怒りが欧州を中心としたサッカ

ー界全体で爆発しています。 

 

FIFA のジャンニ・インファンティーノ会長は、圧力に屈しての裁定であったことを否定し

ようとしました。 

罪の意識が全くないトランプ氏は「正しいことを行い、重大な不平等を覆してくれた FIFA

に感謝する！」と SNS で言い放ったことで世界の失笑と怒りを買っています。 

 

この問題は笑い事では済まされません。 

トランプは、「俺様は FIFA のルールさえひっくり返してやったぜ」と鼻高々ですが、一国

の権力者に不当にルールをひっくり返されたスポーツ界が黙ってはいません。 

 

次の対戦相手のベルギーサッカー協会は、公式声明で「驚きを禁じ得ない」と表明。「フ

ェアプレーの基本原則を守るためあらゆる対応策を検討する」と法的措置を辞さない構え

です。 

 

mailto:keihinkyoudougekidan@nifty.com
https://www.keihinkyodougekidan.com/


欧州サッカー連盟は「FIFA は完全にレッドライン（一線）を越えた」として、ベルギーを

全面的に支持。 

「大会の完全性と FIFA の信頼性が危機に瀕している」と懸念を表明。 

 

トランプ大統領にレッドカードを！（Y) 

  

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

川崎民主市政をつくる会 

〒211-0011 中原区下沼部 1880 

お問い合わせ 

mailmag@newkawasaki.jp 

公式ホームページ 

https://newkawasaki.jp 

☆☆チェンジかわさき！☆☆ 

 

mailto:mailmag@newkawasaki.jp
https://newkawasaki.jp/

